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科学である（Carr, Dunlap, Horner, Koegel, Turnbull, Sailor, Anderson, Albin, Koegel, 












のための小集団介入（ 2 次的予防）が行われ，最後に， 3 次的予防としてハイリスクな




合わせて行われる。例えば，Ａ児は 2 次的予防，Ｂ児は 3 次的予防と分類されるのは誤



























学校・ 学級全体を対象とし 、 全ての児童生徒学生、
スタ ッ フ場面を対象とする
２ 次的予防（ 全体の１ ５ ％以下が対象）
ハイリ スクな問題行動を示す児童・ 生徒・ 学生を
対象とする小集団介入
３ 次的予防（ 全体の５ ％以下が対象）
ハイリ スクな問題行動を示す児童・ 生徒・ 学生を
対象とする個別的介入









また，Knoster（2018）は，大学生の 4 人に 1 人が不安障害，鬱病，摂食障害など
の行動上の健康問題を抱える可能性を踏まえると大学はより複雑な環境下にあるこ
と（Eisenberg, Daniel, ＆ Lipson, 2014），95％の大学管理者が，学生の社会的，感情
的，および行動的健康が彼らの教育機関における重大な問題であると報告していること









































・ アセスメ ント を行う
・ 強度な介入
学業系 行動系
Fig. 2 　SWPBISとRTI（Sugai, 2013を基に作成）

































れた学生を対象に行っていると考えられた取り組みとした。第 3 層では，第 1 層・第 2
層とされた取り組みのみでは困難さがあるとみなされ，個別対応を行っている取り組み
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モデルに示したものをFig. 4 ， 5 に示す。第 2 ， 3 層支援・指導に該当した活動につい
ては，明確な基準があるかを併せて記載した。














「ゼミの運営支援」「FD研修による講義改善」「RKU WEEK」の 3 つが挙げられ，「ぴ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 1 　教育学習支援センターにおける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組の分類・階層・目的と内容
規定 教育学習支援センターでの取り組み 支援の分類 支援の階層 基準の有無 目的・内容
1 FD活動の推進 FD活動 第 1 層 ― Faculty Development（FD）活動の推進業務を担っている。























学問カフェ 学修支援 第 1 層 ―
課外講座として，学生に学問に対する興味を持ってもらうことや講義以外の学習機会の提供を目的と
している。講座は学部所属の教員に依頼し，昼休みの20～30分の中でミニ講義を実施している。
壁新聞 学修支援 第 1 層 ―
学生に学問に対する興味を持ってもらうことや講義以外の学習機会の提供を目的としている。学術的
な話題（令和・気候）について書かれた新聞記事や情報を掲示している。







ぴあ＋ 交友関係支援 第 1 層 なし 友人関係を作ることを目的としている。各月 1 回の頻度でボードゲームやお菓子作り，アロマキャンドルづくりなどコミュニケーションを必要とするイベントを開催している。
レポート対策講座 修学支援 第3層 なし レポート課題が提示された期間，教育学習支援支援センター専任所員が申し出のあった学生に対して，レポートの書き方など個別に指導をしている。
WRGP 学生活動支援 ― 女子学生の観点から，大学をどのように改善していけるのかを研究し，提言する活動のサポートをしている。
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われていることが判明し，FD研修や「RKU WEEK」などの第 1 層支援・指導や修学
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